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【インフルエンザが流行しています】
１月中旬からインフルエンザが流

行し、１年４組と２年１～５組が学
級閉鎖になりました。多くはＡ型で
す。その結果ＣＲＴ（実力テスト）
も３０日（木）に延期することとな
りました。
インフルエンザ、または風邪をひ

いている生徒は、外出を禁止し、安
静にするとともに、保温に留意する
ことや水分を十分に取るよう注意し、
早期に医師の診察を受け、その指示
に従ってください。完治して再登校する場合は「出席停止解除証明書」
を忘れずに持参してください。
現在、健康な生徒は、うがい・手洗いを励行するとともに、規則正し

い生活をすること、また不要な外出をさけ睡眠を十分にとってください。
万一、発熱、風邪、インフルエンザ等の症状が出た場合はすぐに医師の
診断を受け、学校に電話連絡をお願いします。特に３年生はまだまだ油
断禁物です。受験に向けて十分注意しましょう。

【「できる人」・「できた人」】
この二つの言葉はそれぞれ意味が異なります。
皆さんはどちらか一つ、人から言われるとしたら、どちらの言葉がい

いですか。
「君はできる人だね」がいいか、それとも「君はできた人だね」がい

いですか。
私は「できる人」と言う表現を聞くと、「勉強ができる人」「スポーツ

ができる人」「仕事ができる人」のような使い方が思い浮かびます。だ
から「できる人」になるには、勉強やスポーツ、仕事などに一生懸命取
り組んで能力を高める必要があるでしょう。
一方「できた人」は「人間ができた人」のような使い方が思い浮かび

ます。では「できた人」になるためには、どうすればいいのでしょうか。
私は、人の気持ちを思いやったり、感謝の気持ちを持てるように、いろ
いろな経験を積まなければならないので
はないかと思います。私自身はどちらか
選ぶとしたら「できた人」の方に魅力を
感じます。皆さんはどうですか。地域の
大人や保護者から、あなた自身が「でき
た人だね」と言われるためにはどう行動
すれば良いか、友達と話し合ってみてく
ださい。

【第44回卒業証書授与式】
・日 時 ３月１０日(火) 午前９時３０分開式
・場 所 本校体育館
※お車での来校はご遠慮ください。
保護者の皆様は午前９時20分までにご着席ください。
ご来賓の皆様は午前９時15分までに校長室にお越しください。

全校生徒で校歌、式歌を合唱し、厳粛な中にも感動ある卒業式です。
３年生の保護者の皆さま是非ご臨席ください。

【１，２年生保護者対象 進路説明会】
１月２５日（土）に１，２年生保護者対象の進路説明会を実施しまし
た。そこで私があいさつで述べたことの概略を改めてお伝えさせていた
だきます。

昨年の夏に結果が出た、全国学力学習状況調査でこのような調査項目が
ありました。「学校の授業時間以外に，普段（月～金曜日），１日当たりど
れくらいの時間，勉強をしますか（学習塾・家庭教師の時間含む）」１時
間以上する松中生の結果は６０．８％です。伊丹市の平均は６７．４％。
松中生とは６．６％も差があるのが実際です。受験では松中生以外の他校
生とも競い合わねばなりません。松中生の中には 平日に家で１時間も勉
強してない者が約４０％もいるというのは衝撃の事実です。
是非、家庭でも学習の習慣づけをお願いします。
公立高校の入試については、県内で１６あった学区から５つの新通学区

域に変わってから６年目になります。
「通学区域」とは、居住地によって学区が決められていて、自分の住ん

でいる学区内の公立高校全日制普通科、総合学科の入試を受けることがで
きるということです。商業、工業、国際科などの専門学科については、県
下のどの公立高校も受検できます。伊丹市全体で公立高校全日制の進学者
は、６５％前後で変化がありません。また、私立高校への進学者は、例年、
卒業生の２０％前後で、これも変わっておりません。
学区の拡大により、受検できる公立高校が増えましたので、伊丹市全体

の変化としましては、以前尼崎学区と言われていた地域の公立高校への進
学者が増えています。
松中は尼崎市に隣接していますので、昨年度の卒業生の２３％が尼崎市

内の公立高校へ進学しております。
全般的には、行きたい学校へ行く選択肢が広がった結果、伊丹市の生徒

が尼崎、西宮、神戸の公立高校も希望して進学できますので、その結果、
逆に他市からも伊丹市へ多くの生徒が入ってくるというように、通学範囲
が広域化している状況があります。
現時点での本校の受検状況の概略ですが、
２月１７日に実施される推薦入試、特色選抜には、本校から伊丹市、尼

崎市、西宮市などの公立高校を受検する予定です。また、多部制単位制の
阪神昆陽高等学校も受検予定です。３月１２日に実施されます公立全日制
一般入試受検予定者は、全体の４５％程度になります。
なお、２月１０日に実施される私立高校入試は３年生の約９０％にあた

が受験します。この他に、専修学校や、公立定時制、他府県公立、特別支
援学校等を受験する予定の人もいます。
進路についてご質問等がございましたら、いつでも結構ですので、担任

等を通じてご連絡いただければと思います。


